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主　な　内　容�

と
じ
込
ん
で
保
存
し
ま
し
ょ
う

若手のガラス作家を養成　牧山ガラス工房若手のガラス作家を養成　牧山ガラス工房（（森本森本））

金
沢
市
は
、
平
成
７
年
に
世
界
工
芸
都
市

を
宣
言
。
工
芸
都
市
金
沢
を
国
内
外
へ
発
信

し
、
地
元
三
谷
地
区
の
振
興
と
若
手
工
芸
家

の
育
成
を
図
る
た
め
、
昨
年
五
月
、
旧
牧
山

小
学
校
の
跡
地
に
「
金
沢
市
牧
山
ガ
ラ
ス
工

房
」
を
オ
ー
プ
ン
し
た
。

直
江
谷
の
豊
か
な
緑
、
な
だ
ら
か
な
丘
陵

か
ら
の
眺
望
・
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
の
中
に

あ
っ
て
工
房
棟
の
施
設
設
備
も
ま
た
完
備
し

て
い
る
。
広
く
て
使
い
や
す
い
空
間
を
大
切

に
し
、
一
日
に
使
用
で
き
る
人
数
を
二
名
ま

で
と
し
て
ガ
ラ
ス
作
家
が
作
品
づ
く
り
に
集

中
で
き
る
よ
う
に
配
慮
さ
れ
て
い
る
。

全
国
初
の
貸
し
工
房
と
し
て
、一
日
単
位
、

三
百
六
十
五
日
、
二
十
四
時
間
利
用
可
能
。

人
気
が
伝
わ
っ
て
、
県
内
外
か
ら
の
予
約
が

半
年
先
ま
で
入
っ
て
い
る
。

ま
っ
赤
な
ガ
ラ
ス
溶
解
炉
の
火
を
サ
ン
グ

ラ
ス
に
映
し
な
が
ら
、
若
い
ガ
ラ
ス
作
家
が

今
日
も
汗
を
流
し
て
い
る
。

£商工会設立40周年記念式典を開催 …（２）（３）

£2000中部むらおこし物産展を開催………（４）

£視点 …………………………………（５）

£中部ブロック事務局長研修会を開催 …（６）

£あのまち・このむら ………………（７）

£探訪「チャレンジ企業」・㈱タケダ製作所 …（８）
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四
団
体
と
四
百
九
十
八
名
を
表
彰�

　
　
商
工
会
設
立
四
十
周
年
記
念
式
典
を
開
催

　
　
商
工
会
設
立
四
十
周
年
記
念
式
典
を
開
催�
　
　
商
工
会
設
立
四
十
周
年
記
念
式
典
を
開
催�

◎
四
十
周
年
記
念
特
別
表
彰
（
石
川
県

知
事
表
彰
）

▲
優
良
商
工
会

川
北
町
商
工
会

吉
野
谷
村
商
工
会

鶴
来
商
工
会

◎
四
十
周
年
記
念
特
別
表
彰
（
石
川
県

商
工
会
連
合
会
長
表
彰
）

▲
商
工
会
役
員
功
労
者

〔
山
中
町
〕
松
原
茂
樹
専
務
理
事
、
中
野

圭
造
監
事
〔
根
上
町
〕
秋
田
力
会
長

〔
鶴
来
〕
坂
井
義
男
理
事
、
和
田
英
夫
副

会
長
〔
吉
野
谷
村
〕
前
多
喜
蔵
理
事

〔
高
松
町
〕
坂
本
健
三
副
会
長
〔
富
来
町
〕

石
田
外
治
副
会
長
〔
志
雄
町
〕
井
村
眞

一
副
会
長
、
山
形
洋
理
事
、
坂
室
正
昭

会
長
〔
鳥
屋
町
〕
肥
田
吉
保
理
事
〔
門

前
町
〕
釜
口
治
一
副
会
長
〔
柳
田
村
〕

本
間
侑
会
長

▲
商
工
貯
蓄
共
済
優
良
商
工
会

第
一
位
　
能
登
島
町
商
工
会

第
二
位
　
鳥
屋
町
商
工
会

第
三
位
　
吉
野
谷
村
商
工
会

第
四
位
　
鹿
島
町
商
工
会

第
五
位
　
中
島
町
商
工
会

第
六
位
　
宇
ノ
気
町
商
工
会

第
七
位
　
柳
田
村
商
工
会

第
八
位
　
美
川
町
商
工
会

第
九
位
　
富
来
町
商
工
会

第
十
位
　
田
鶴
浜
町
商
工
会

▲
商
工
珠
算
功
労
者

〔
美
川
町
〕
畑
尚
治
（
湊
そ
ろ
ば
ん
塾
）

〔
津
幡
町
〕
杉
永
真
弓
（
津
幡
珠
生
塾
）

〔
高
松
町
〕
岡
田
昌
（
岡
田
珠
算
塾
）

〔
富
来
町
〕
岡
田
信
子
（
岡
田
珠
算
塾
）

◎
中
部
通
商
産
業
局
長
表
彰

▲
優
良
商
工
会

柳
田
村
商
工
会

▲
商
工
会
役
職
員
功
労
者

（
役
員
功
労
者
）

〔
羽
咋
市
〕
藤
田
定
一
副
会
長
、
西
村
裕

副
会
長
〔
内
浦
町
〕
和
嶋
清
副
会
長
、

浜
田
実
副
会
長

（
優
良
職
員
）

〔
田
鶴
浜
町
〕
岩
尾
八
郎
経
営
指
導
員

〔
能
登
島
町
〕
中
村
重
信
経
営
指
導
員

◎
石
川
県
知
事
表
彰

▲
商
工
会
役
職
員
功
労
者

（
役
員
功
労
者
）

〔
山
中
町
〕
谷
口
長
四
郎
理
事
〔
野
々
市

町
〕
瀬
戸
正
彦
理
事
〔
尾
口
村
〕
林
與

枝
男
副
会
長
〔
津
幡
町
〕
嶋
留
晴
理
事

〔
森
本
〕
荒
木
進
理
事
〔
内
灘
町
〕
連
太

喜
義
副
会
長
、
中
居
治
雄
理
事
〔
志
雄

町
〕
向
瀬
東
二
郎
理
事
〔
押
水
町
〕
成

田
繁
男
理
事
〔
田
鶴
浜
町
〕
野
崎
博
理

事
〔
鳥
屋
町
〕
岡
喜
太
郎
前
理
事
〔
穴

水
町
〕
木
下
和
男
副
会
長
〔
柳
田
村
〕

渋
田
弘
一
理
事
、
鍛
治
専
次
理
事

（
優
良
職
員
）

〔
寺
井
町
〕
北
浦
陽
子
補
助
員
〔
辰
口
町
〕

恒
川
泰
経
営
指
導
員
〔
美
川
町
〕
武
外

樹
経
営
指
導
員
〔
内
灘
町
〕
D
桑
久
雄

事
務
局
長
〔
押
水
町
〕
米
谷
由
喜
美
補

助
員
〔
鹿
島
町
〕
田
中
み
つ
え
記
帳
専

任
職
員
、
豊
原
ア
ケ
ミ
記
帳
指
導
職
員

〔
能
登
島
町
〕
上
田
信
博
補
助
員
〔
柳
田

村
〕
向
口
宏
補
助
員
〔
石
川
県
商
工
会

連
合
会
〕
表
久
臣
商
工
会
指
導
員

▲
女
性
部
役
員
功
労
者

〔
河
内
村
〕
岡
本
米
子
部
長

◎
全
国
商
工
会
連
合
会
長
表
彰

▲
会
員
事
業
所
優
良
従
業
員

〔
山
中
町
〕公
原
昌
一
郎（
山
中
産
業
1
）、

久
保
出
美
智
子
（
2
山
崎
又
一
商
店
）、

吉
田
武
士
（
2
滝
本
塗
料
店
）〔
根
上
町
〕

田
村
茂
、
長
野
敏
夫
（
1
セ
ー
カ
ン
）、

伊
東
正
夫
（
秋
田
電
気
工
事
1
）、
山
本

好
隆
、
田
畑
義
成
、
佐
々
木
広
幸
（
1

根
上
工
作
所
）、
太
田
幸
子
（
芦
城
織
物

1
）〔
寺
井
町
〕
由
田
潤
一
、
松
崎
章
、

坂
井
登
、
山
本
弘
（
浅
井
織
物
1
）、
高

崎
均
（
浅
井
興
産
1
）、
田
中
守
、
八
木

幸
衛
（
浅
井
鉄
工
1
）、
高
橋
寿
夫
、
東

美
喜
夫
（
旭
合
繊
加
工
1
）、
木
戸
幸
平

（
清
峰
堂
1
）、
宮
下
妙
子
（
手
取
商
事

1
）〔
美
川
町
〕
古
道
隆
正
（
1
ア
イ
テ

ッ
ク
ス
）、
坂
井
他
喜
夫
（
美
川
タ
ク
シ

ー
）〔
野
々
市
町
〕
本
多
正
泰
、
長
谷
川

明
、
加
藤
外
志
男
（
2
金
村
自
動
車
整

備
工
場
）、久
貝
善
松（
1
北
村
工
務
店
）、

長
清
驍
、
新
田
健
一
、
平
田
美
則
、
林

健
一
（
北
日
本
観
光
自
動
車
1
）、
新
谷

貞
行
（
1
我
が
家
）〔
鶴
来
〕
井
村
喜
光
、

辻
克
之
（
山
田
電
気
工
事
1
）、
芝
田
外

喜
雄
、
河
端
秋
由
（
1
小
堀
酒
造
店
）、

北
村
信
夫
（
1
コ
ボ
リ
）、
東
武
次
（
千

田
木
材
1
）〔
吉
野
谷
村
〕
中
西
榮
美
子

（
瀬
川
屋
商
店
）、
小
倉
政
則
（
み
の
り

建
設
1
）〔
津
幡
町
〕
鋤
田
政
次
（
1
大

一
開
発
）、
河
上
秀
二
（
1
大
河
組
）、

板
坂
静
子
（
板
三
1
）、
太
田
玉
子
（
2

倉
田
美
容
院
）〔
高
松
町
〕
二
津
正
子

（
白
江
1
）、
野
村
恒
一
、
葛
葉
外
美

（
ハ
タ
工
業
1
）、
竹
中
宏
子
（
黒
川
ウ

ェ
ー
ブ
）、
竹
田
佳
吾
（
タ
ケ
ダ
繊
業
1
）

〔
七
塚
町
〕
加
藤
外
茂
男
、
松
井
芳
子

（
加
藤
織
物
1
）、
白
江
和
子
、
山
田
洋

子
（
1
キ
ン
ボ
ー
ニ
ッ
ト
）、
座
主
祥
俊
、

中
川
利
明
、
紺
谷
宏
（
1
表
組
）〔
宇
ノ

気
町
〕
上
田
繁
男
（
2
上
田
建
設
）、
瀬

戸
礼
子
（
C
田
司
1
）、
山
岡
勇
（
司
リ

フ
ァ
イ
ン
プ
ロ
ダ
ク
ツ
）〔
内
灘
町
〕
下

出
洋
子
（
2
岡
田
製
網
所
）〔
羽
咋
市
〕

山
本
本
吉
（
富
山
土
建
1
）、
豊
島
次
郎
、

島
田
辰
己
、
C
田
晋
子
（
丸
和
織
物
1
）

〔
志
雄
町
〕
渡
部
菊
雄
、
大
窪
健
治
、
若

狭
敏
光
（
志
雄
織
物
1
志
雄
工
場
）、
宮

崎
や
よ
い
（
出
倉
林
業
1
）、
小
森
民
夫

（
1
宮
本
製
作
所
）〔
志
賀
町
〕
下
木
政

利
、
谷
内
ま
さ
江
（
金
江
サ
イ
ジ
ン
グ

1
）、
大
畠
文
子
（
1
稲
岡
建
設
）〔
押

水
町
〕
小
松
富
枝
（
1
テ
ラ
タ
ニ
）〔
田

鶴
浜
町
〕
浜
崎
正
（
田
鶴
浜
織
物
1
）、

宮
本
静
夫
、
吉
村
幸
子
（
1
ダ
イ
ヤ
ス
）、

遠
藤
勉
（
建
具
の
遠
藤
）、
西
村
清
勝

（
伊
藤
建
具
製
作
所
）〔
鳥
屋
町
〕
今
井

光
子
（
2
坂
井
織
物
）、
松
田
は
る
み

県
連
合
会
、
及
び
青
年
部
連
合
会
・
女
性
部
連
合
会
の
主
催
す
る
商
工
会
設

立
四
十
周
年
記
念
式
典
は
、
九
月
十
一
日
、
金
沢
市
文
化
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
、

県
下
三
十
五
商
工
会
の
会
員
等
、
約
千
名
が
出
席
し
、
商
工
会
の
発
展
を
祝
っ

た
。式

典
に
先
立
ち
、
山
中
町
商
工
会
女
性
部
、
白
峰
村
民
謡
有
志
の
会
、
二
所

宮
獅
子
舞
保
存
会
、
石
川
県
商
工
会
女
性
部
連
合
会
が
郷
土
芸
能
を
披
露
し
、

先
の
青
年
部
・
女
性
部
主
張
発
表
大
会
の
最
優
秀
受
賞
者
（
山
本
信
夫
、
宅
見

慶
子
）
の
主
張
発
表
が
あ
っ
た
。

式
典
で
は
、
は
じ
め
に
、
谷
本
大

県
連
合
会
会
長
が
「
今
、
時
代
は
国

際
化
や
情
報
化
の
一
層
の
進
展
や
、

高
齢
化
、
環
境
問
題
、
規
制
緩
和
な

ど
経
済
、
社
会
環
境
の
様
々
な
変
化

が
急
速
に
進
み
、
我
々
を
取
り
巻
く

時
代
の
潮
流
は
大
き
く
変
化
し
よ
う

と
し
て
い
る
」
と
現
況
を
述
べ
た
上

で
「
商
工
会
が
一
丸
と
な
っ
た
商
工

業
者
へ
の
支
援
整
備
の
強
化
と
、
時

代
に
適
合
し
た
事
業
、
組
織
の
見
直

し
な
ど
を
行
い
、
商
工
会
自
ら
も
変

わ
っ
て
い
く
べ
き
と
の
強
い
決
意
の

も
と
に
、
中
小
企
業
政
策
の
実
施
主

体
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
き

た
い
。

県
連
合
会
に
お
い
て
も
、
現
在
、

委
員
会
組
織
の
見
直
し
を
行
っ
て
お

り
、
地
域
や
中
小
企
業
の
諸
課
題
に

適
切
に
対
応
す
る
組
織
体
制
を
確
立

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」

と
挨
拶
し
た
。

引
き
続
き
大
塚
忠
寿
県
連
合
会
専

務
理
事
が
四
十
年
の
歩
み
を
報
告
、

表
彰
式
に
移
っ
た
。
表
彰
式
で
は
商

工
会
活
動
に
貢
献
の
あ
っ
た
四
団
体

と
、
四
九
八
名
に
表
彰
状
が
贈
ら
れ

た
後
、
来
賓
の
谷
本
正
憲
石
川
県
知

事
、
奥
田
建
衆
議
院
議
員
、
沓
掛
哲

男
参
議
院
議
員
、
岩
本
荘
太
参
議
院

議
員
、
永
井
勇
夫
中
部
通
商
産
業
局

産
業
企
画
部
次
長
、
上
田
幸
雄
石
川

県
議
会
議
長
、
西
平
秀
雄
石
川
県
町

村
会
副
会
長
か
ら
祝
辞
を
頂
戴
し
た
。

記
念
式
典
被
表
彰
者�

（
敬
称
略
、
順
不
同
）�
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（
良
川
織
物
工
業
（協）
）、
毛
利
吉
孝
、
立

中
由
美
子
（
肥
田
電
器
1
）、
松
原
春
男

（
是
則
北
陸
運
輸
1
）、
久
保
清
勝
（
鹿

西
運
送
1
）〔
鹿
島
町
〕
円
明
由
起
子
、

高
位
秀
子
（
丸
井
織
物
1
）、
島
弥
生

（
武
部
織
物
1
）、
田
中
一
勇
（
良
川
織

物
運
輸
1
）、
楽
満
清
栄
、
雁
行
明
夫
、

水
口
茂
（
宮
米
織
物
1
）〔
鹿
西
町
〕
今

井
豊
野
（
2
谷
機
業
場
）、
森
本
時
男

（
門
前
織
物
工
業
（協）
）、
高
木
弥
素
雄

（
若
狭
建
設
1
）、
山
口
政
太
郎
（
カ
ミ

ム
ラ
1
）〔
能
都
町
〕
形
邦
雄
（
1
上
野

喜
八
商
店
）、
福
島
百
合
子
（
1
千
間
）、

滝
内
英
一
（
橋
本
建
材
1
）、
寺
下
光
枝

（
1
福
鳳
）、
前
田
美
智
子
（
2
豊
輪
）、

斉
藤
昇
（
1
三
宅
配
管
）、
山
下
修
（
茂

平
食
堂
）

◎
石
川
県
商
工
会
連
合
会
長
表
彰

▲
商
工
会
功
労
者

〔
川
北
町
〕
大
西
隆
前
会
長
〔
能
登
島
町
〕

青
山
宰
前
会
長

▲
青
年
部
連
合
会
功
労
者

〔
商
工
会
青
年
部
連
合
会
〕
中
嶋
淳
之
輔

前
副
会
長
、
野
崎
馨
前
副
会
長

▲
商
工
会
役
職
員
功
労
者

（
役
員
功
労
者
）

〔
山
中
町
〕
金
森
正
昭
理
事
〔
辰
口
町
〕

故
南
直
朗
理
事
〔
川
北
町
〕
入
口
博
志

理
事
、
小
野
島
政
孝
理
事
〔
美
川
町
〕

本
江
信
喜
理
事
〔
野
々
市
町
〕
副
田
輝

雄
理
事
〔
鶴
来
〕
小
寺
義
雄
理
事
、
堀

田
吉
彦
理
事
、
町
寿
理
事
、
出
口
勉
理

事
〔
河
内
村
〕
北
口
弘
之
理
事
〔
吉
野

谷
村
〕
柴
山
辰
夫
理
事
〔
鳥
越
村
〕
番

場
清
守
理
事
〔
尾
口
村
〕
山
田
澄
子
理

事
〔
白
峰
村
〕
織
田
捷
二
理
事
、
酒
井

一
雄
理
事
〔
高
松
町
〕
沖
野
政
義
理
事
、

荒
清
建
設
理
事
〔
森
本
〕
向
井
良
成
理

事
〔
羽
咋
市
〕
山
崎
哲
男
監
事
〔
志
雄

町
〕
米
澤
幹
雄
副
会
長
〔
志
賀
町
〕
浜

崎
市
蔵
理
事
、
岡
部
宏
理
事
、
勝
田
功

理
事
〔
田
鶴
浜
町
〕
土
田
秀
三
理
事
、

中
村
聰
明
理
事
、
山
口
一
男
前
理
事

〔
能
都
町
〕
数
馬
嘉
雄
会
長
、
紙
子
昭
佐

久
理
事
、
川
畠
克
文
理
事
〔
柳
田
村
〕

覚
田
藤
二
理
事
、
福
池
正
人
副
会
長
、

吉
田
力
雄
理
事
、
駒
寄
保
則
理
事
、
高

元
寅
卯
理
事
、
大
路
博
邦
理
事
、
西
谷

健
次
理
事
、
諸
井
功
理
事

（
優
良
職
員
）

〔
野
々
市
町
〕
北
益
美
記
帳
専
任
職
員

〔
内
浦
町
〕
浜
上
幸
喜
経
営
指
導
員

▲
青
年
部
役
員
功
労
者

〔
寺
井
町
〕
高
木
和
也
前
部
長
〔
野
々
市

町
〕
越
野
昇
前
部
長
〔
鶴
来
〕
山
内
邦

弘
前
部
長
〔
津
幡
町
〕
藤
江
靖
前
部
長

〔
中
島
町
〕
大
野
木
司
朗
元
部
長
〔
柳
田

村
〕
渋
田
鉄
也
前
部
長

▲
女
性
部
役
員
功
労
者

〔
美
川
町
〕
一
二
由
紀
子
部
長
〔
鶴
来
〕

金
山
鈴
子
部
長
〔
吉
野
谷
村
〕
吉
田
桂

子
部
長
〔
内
灘
町
〕
長
丸
良
子
部
長

〔
富
来
町
〕
松
本
則
子
部
長
〔
押
水
町
〕

塚
本
良
美
部
長
〔
田
鶴
浜
町
〕
福
井
富

子
部
長
〔
能
登
島
町
〕
若
林
和
枝
部
長

〔
内
浦
町
〕
金
七
え
り
子
部
長

▲
地
域
貢
献
企
業

〔
根
上
町
〕
米
田
陶
香
堂
、
1
石
田
屋
、

新
本
巌
撚
糸
工
場
〔
寺
井
町
〕
タ
ケ
ダ

機
械
1
、
手
取
観
光
1
、
1
そ
う
ご
う

〔
辰
口
町
〕
徳
川
建
設
1
、
喜
多
建
設
1

〔
川
北
町
〕
1
森
元
目
板
製
作
所
〔
美
川

町
〕
小
太
郎
漢
方
製
薬
1
美
川
工
場

〔
鶴
来
〕
1

永
商
店
〔
河
内
村
〕
1
友

真
社
〔
鳥
越
村
〕
2
長
助
〔
尾
口
村
〕

2
北
村
鉄
工
所
〔
白
峰
村
〕
永
井
建
設

1
〔
高
松
町
〕
白
江
1
、
1
堀
田
建
設

〔
七
塚
町
〕
1
吉
井
組
、
泉
谷
鈑
金
工
業

1
、
2
マ
ル
サ
ン
理
容
室
〔
宇
ノ
気
町
〕

長
田
ニ
ッ
ト
1
、
村
田
繊
維
工
業
1

〔
森
本
〕
東
建
材
工
業
1
〔
富
来
町
〕
寺

井
建
設
1
〔
志
雄
町
〕
1
本
田
〔
志
賀

町
〕
南
建
設
1
、
1
マ
ル
シ
ェ
、
石
川

サ
ン
ケ
ン
1
〔
押
水
町
〕
1
越
後
建
設
、

ノ
ト
産
業
1
〔
田
鶴
浜
町
〕
ア
サ
ヒ
ラ

ン
ド
リ
ー
1
〔
鹿
島
町
〕
石
田
石
油
1
、

良
川
サ
イ
ジ
ン
グ
1
〔
門
前
町
〕
2
道

下
電
子
製
作
所
〔
能
都
町
〕
2
電
化
シ

ョ
ッ
プ
す
ざ
き
、
1
三
宅
配
管
〔
柳
田

村
〕
2
寺
五
鉄
筋

▲
会
員
事
業
所
優
良
従
業
員

〔
山
中
町
〕
大
谷
小
夜
子
、
加
賀
美
順
子
、

小
坂
紀
代
子
、
小
森
利
世
子
、
村
田
栄

太
郎
、
小
林
千
佳
子
、
佐
野
久
宏
、
神

川
英
明
〔
根
上
町
〕
朝
本
憲
一
、
藤
本

務
〔
寺
井
町
〕
長
田
貴
代
、
堀
田
俊
二
、

茂
藤
敬
子
、
宮
越
久
志
、
東
良
一
、
前

田
幸
弘
、
杉
本
良
平
〔
辰
口
町
〕
滝
本

龍
一
〔
川
北
町
〕
米
谷
明
美
〔
美
川
町
〕

任
堂
幸
子
、
古
林
良
春
、
林
康
彦
、
東

出
信
幸
〔
鶴
来
〕
平
山
義
勝
、
寺
岡
美

和
子
、
三
輪
芳
雄
、
宮
川
栄
一
、
宮
下

明
代
、
東
恵
美
子
、
村
西
き
よ
〔
河
内

村
〕
田
村
義
信
〔
吉
野
谷
村
〕
山
田
晃
、

三
岩
ゆ
き
子
〔
尾
口
村
〕
中
野
秀
雄

〔
白
峰
村
〕
前
田
久
俊
、
岩
本
富
美
子
、

尾
田
か
ず
み
、
竹
腰
護
、
苅
安
と
き
子

〔
津
幡
町
〕
紙
谷
進
次
、
村
田
秀
樹
、
高

橋
登
美
子
、
山
本
保
子
、
高
田
花
子

〔
高
松
町
〕
吉
田
明
夫
、
金
田
義
弘
、
水

上
高
子
、
岩
野
昭
美
、
宗
広
富
士
子
、

村
井
正
人
〔
七
塚
町
〕
矢
尾
絹
子
、
荒

井
貞
代
、
高
見
昭
、
越
智
郁
代
、
寺
田

知
代
子
、
松
浦
和
子
、
香
林
二
三
子
、

羽
田
順
子
、
西
田
千
秋
、
米
谷
勉
、
高

沢
一
義
、
澤
野
寿
和
子
、
和
泉
博
、
杉

本
啓
二
、
安
達
周
一
、
杉
本
慎
一
〔
宇

ノ
気
町
〕
吉
村
義
一
、
亀
井
君
江
、
宮

崎
満
津
子
、
田
中
久
美
子
、
中
島
春
代

〔
森
本
〕
斉
藤
啓
一
〔
内
灘
町
〕
岡
田
圏

子
、
西
田
誠
市
、
鈴
木
千
代
乃
、
厚
見

吉
亮
〔
羽
咋
市
〕
佐
味
清
光
、
江
下
裕
、

大
村
武
夫
、
龍
揖
成
子
、
中
林
秀
子
、

石
山
一
男
、
本
谷
富
子
、
小
森
民
子
、

畑
中
弘
子
、
田
畠
芳
郎
、
宮
崎
光
則

〔
富
来
町
〕
山
岸
洋
一
、
木
村
真
澄
〔
志

雄
町
〕
木
戸
武
、
松
田
勝
久
、
盛
田
政

之
、
磯
井
隆
、
谷
口
幸
子
、
平
田
貞
子
、

久
保
雅
之
、
耶
雲
俊
博
、
酒
井
静
子
、

畠
中
公
子
、
中
橋
玲
子
、
安
達
光
枝

〔
押
水
町
〕
木
村
ミ
サ
、
宮
田
一
彦
、
芝

田
俊
幸
〔
田
鶴
浜
町
〕
花
木
千
湯
子
、

清
酒
清
澄
、
酒
井
光
雄
、
吉
村
武
二
、

遠
藤
外
数
、
片
前
政
吉
、
平
見
孝
義

〔
鳥
屋
町
〕
越
野
泰
治
、
堂
口
里
美
、
大

筆
仁
、
中
山
し
げ
み
、
松
野
茂
信
、
宮

本
文
栄
、
木
野
下
雅
典
、
中
村
正
幸
、

河
崎
芳
裕
、
宮
川
節
子
〔
中
島
町
〕
藤

井
外
男
、
梶
浜
修
、
松
西
信
弘
、
岩
端

紀
代
美
、
藤
田
勝
馬
〔
鹿
島
町
〕
折
田

国
雄
、
山
本
成
子
、
山
口
隆
、
栢
野
政

博
〔
能
登
島
町
〕
一
瀬
一
雄
、
宮
下
武

〔
鹿
西
町
〕
甲
部
敏
夫
〔
穴
水
町
〕
池
水

美
記
子
、
川
縁
一
男
、
大
島
篤
〔
能
都

町
〕
覚
田
辰
紀
、
勘
左
浜
子
、
柳
瀬
茂

夫
、
谷
口
順
子
、
東
和
雄
、
坂
口
浩
明
、

中
田
敦
子
、
堀
田
マ
ス
子
、
大
黒
俊
枝
、

船
崎
良
三
、
天
呑
保
博
、
米
田
利
男

〔
内
浦
町
〕
中
根
和
子
、
平
塚
慶
昭
、
堂

前
芳
紀

◎
石
川
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
長
表

彰
▲
青
年
部
優
良
役
員

〔
山
中
町
〕
宇
枝
秀
規
常
任
委
員
、
北
市

博
之
元
副
部
長
、
黒
田
外
志
彦
前
常
任

委
員
、
佐
藤
裕
之
監
査
委
員
、
豊
田
保

則
常
任
委
員
、
山
本
成
孝
前
副
部
長

〔
根
上
町
〕
坂
井
浩
明
部
長
、
山
本
正
人

監
査
委
員
、
小
坂
寛
幸
常
任
委
員
、
松

崎
一
也
監
査
委
員
〔
寺
井
町
〕
岡
田
哲

司
元
副
部
長
、
東
浩
一
元
副
部
長
、
山

下
広
晃
元
副
部
長
、
吉
光
雅
人
前
副
部

長
、
中
野
俊
浩
元
部
長
〔
辰
口
町
〕
大

橋
善
二
朗
元
監
査
委
員
、
田
中
栄
一
前

監
査
委
員
、
中
野
和
則
前
副
部
長
、
伴

場
友
則
前
常
任
委
員
〔
川
北
町
〕
中
野

裕
前
監
査
委
員
〔
美
川
町
〕
白
崎
盛
将

部
長
、
餅
田
毅
副
部
長
、
森
本
正
人
副

部
長
、
北
川
徹
常
任
委
員
、
北
川
光
史

常
任
委
員
〔
野
々
市
町
〕
清
水
治
前
常

任
委
員
、
前
田
智
己
前
常
任
委
員
、
辰

野
文
治
元
副
部
長
〔
鶴
来
〕
山
内
邦
弘

前
部
長
〔
吉
野
谷
村
〕
谷
端
正
宗
部
長

〔
尾
口
村
〕
北
村
政
弘
前
監
査
委
員
〔
白

峰
村
〕
風
一
常
任
委
員
、
殊
才
宏
前
常

任
委
員
、
山
岸
祐
一
常
任
委
員
〔
津
幡

町
〕
嶋
学
常
任
委
員
、
太
村
克
彦
常
任

委
員
、
喜
沢
壮
一
常
任
委
員
、
松
村
康

彦
常
任
委
員
、
白
井
正
仁
常
任
委
員

〔
高
松
町
〕
北
利
広
前
監
査
委
員
〔
七
塚

町
〕
沖
津
千
万
人
前
副
部
長
、
表
宇
兵

衛
監
査
委
員
〔
宇
ノ
気
町
〕
桝
田
一
彦

前
副
部
長
、
山
本
順
次
副
部
長
、
田
丸

秀
樹
前
副
部
長
〔
内
灘
町
〕
夷
藤
幸
治

元
副
部
長
〔
羽
咋
市
〕
大
窪
哲
夫
監
査

委
員
〔
富
来
町
〕
坂
本
昌
彦
部
長
、
能

登
周
紀
副
部
長
、
大
矢
浩
之
監
査
委
員
、

名
船
哲
監
査
委
員
、
土
谷
典
人
常
任
委

員
〔
志
雄
町
〕
渋
谷
士
朗
監
査
委
員

〔
志
賀
町
〕
矢
萩
浩
一
郎
部
長
、
田
端
政

一
監
査
委
員
〔
押
水
町
〕
岡
山
耕
二
部

長
〔
田
鶴
浜
町
〕
田
村
一
義
部
長
〔
中

島
町
〕
大
野
木
司
朗
元
部
長
〔
穴
水
町
〕

加
藤
真
監
査
委
員
〔
門
前
町
〕
高
森
一

哉
元
副
部
長
〔
能
都
町
〕
谷
内
巌
元
常

任
委
員
〔
柳
田
村
〕
新
木
浩
二
副
部
長
、

谷
坊
美
明
常
任
委
員
〔
内
浦
町
〕
菅
原

圭
一
前
部
長
、
新
谷
正
仁
部
長
、
波
瀬

公
雄
前
監
査
委
員

◎
石
川
県
商
工
会
女
性
部
連
合
会
長
表

彰
▲
女
性
部
優
良
役
員

〔
山
中
町
〕
河
畑
悦
子
部
長
、
辻
芳
子
常

任
委
員
〔
寺
井
町
〕
石
田
い
く
子
常
任

委
員
、
中
野
満
里
子
常
任
委
員
、
出
村

一
枝
常
任
委
員
、
森
則
子
常
任
委
員

〔
野
々
市
町
〕
田
中
繁
子
常
任
委
員
〔
吉

野
谷
村
〕
栄
田
小
枝
子
常
任
委
員
〔
鳥

越
村
〕
森
洋
子
常
任
委
員
、
池
田
孝
子

常
任
委
員
、
前
川
他
美
子
常
任
委
員

〔
津
幡
町
〕
中
農
純
子
副
部
長
〔
高
松
町
〕

酒
井
幸
子
前
監
査
委
員
、
長
柄
幸
子
前

副
部
長
〔
宇
ノ
気
町
〕
宮
本
美
知
子
監

査
委
員
〔
志
雄
町
〕
中
橋
啓
子
副
部
長
、

國
田
美
和
子
常
任
委
員
〔
中
島
町
〕
山

本
珠
江
常
任
委
員
〔
穴
水
町
〕
泉
信
子

副
部
長
、
吉
村
敦
子
常
任
委
員
〔
能
都

町
〕
橋
本
幸
子
前
常
任
委
員
〔
内
浦
町
〕

林
副
子
副
部
長
、
新
出
二
三
恵
副
部
長
、

新
村
美
喜
子
前
監
査
委
員
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中
部
の
特
産
品
大
集
合

中
部
の
特
産
品
大
集
合
Z

中
部
の
特
産
品
大
集
合
Z

２
０
０
０
中
部
む
ら
お
こ
し
物
産
展
を
開
催

去
る
、
九
月
八
日
（金）
か
ら
十
二
日
（火）
ま
で
、
金
沢
市
の
香
林
坊

大
和
八
階
ホ
ー
ル
で
、「
２
０
０
０
中
部
む
ら
お
こ
し
物
産
展
」

が
賑
や
か
に
開
催
さ
れ
た
。

こ
の
物
産
展
は
、
中
部
五
県
（
愛
知
、
岐
阜
、
三
重
、
富
山
、

石
川
）
商
工
会
連
合
会
で
構
成
さ
れ
る
物
産
展
推
進
協
議
会
が
主

催
し
、
毎
年
各
県
持
ち
回
り
で
開
催
し
て
い
る
も
の
で
、
商
工
会

設
立
四
十
周
年
に
あ
た
る
本
年
は
、
石
川
県
が
開
催
幹
事
県
と
な

っ
て
開
か
れ
た
。

今
回
は
、
福
井
県
か
ら
の
特
別
参
加
（
二
商
工
会
）
を
含
め
全

体
で
七
十
三
の
商
工
会
が
参
加
し
、「
む
ら
お
こ
し
事
業
」
に
よ

り
創
り
出
さ
れ
た
特
産
品
や
、
地
域
特
有
の
既
存
特
産
品
等
約
一

〇
〇
〇
種
類
が
会
場
せ
ま
し
と
ば
か
り
、
展
示
・
試
売
さ
れ
た
。

中
部
五
県
の
各
商
工
会
地
域
ミ
ス

コ
ン
テ
ス
ト
で
選
ば
れ
た
者
の
う

ち
、
各
県
か
ら
一
名
が
今
回
の
物

産
展
に
「
ミ
ス
物
産
展
」
と
し
て

参
加
し
た
。

前
日
の
七
日
の
午
後
、
県
庁
と

報
道
機
関
各
社
を
訪
問
し
物
産
展

の
P
R
を
行
っ
た
あ
と
、
六
時
か

ら
金
沢
ニ
ュ
ー
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

で
前
夜
祭
に
出
席
、
全
国
商
工
会

連
合
会
近
藤
英
一
郎
会
長
ら
来

賓
、
関
係
者
に
各
県
の
お
国
自
慢

を
語
る
な
ど
宴
席
に
華
を
添
え
た
。

物
産
展
初
日
の
八
日
に
は
、
オ

ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
に
出
席

し
た
あ
と
、
街
頭
に
出
て
華
や
か

に
物
産
展
の
P
R
に
努
め
た
。

ミ
ス
物
産
展
は
次
の
通
り
。

愛
知
県

川
口
裕
子
「
ミ
ス
絞
り
」

岐
阜
県

小
川
予
希
「
ミ
ス
白
川
茶
」

三
重
県

竹
尾
早
苗
「
物
産
展
P
R
レ
デ
ィ
み
え
」

富
山
県

荒
木
千
春
「
ミ
ス
立
山
ク
ィ
ー
ン
」

石
川
県

堀
田
真
由
実
「
ミ
ス
九
谷
」

八
日
午
前
九
時
三
十
分
、
香
林

坊
大
和
八
階
ホ
ー
ル
で
、
五
県
の

関
係
者
約
二
五
〇
名
が
出
席
し
、

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
を
行

っ
た
。
谷
本
大
石
川
県
商
工
会
連

合
会
長
が
挨
拶
、
来
賓
の
谷
本
正

憲
石
川
県
知
事
ら
が
テ
ー
プ
カ
ッ

ト
を
し
て
五
日
間
の
物
産
展
が
開

幕
し
た
。

「
中
部
ま
る
ご
と
召
し
上
が
れ
」

を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
し
た
今

回
の
物
産
展
に
は
、
中
部
各
県
に

ゾ
ー
ニ
ン
グ
さ
れ
た
展
示
・
試
売

コ
ー
ナ
ー
、「
お
休
み
処
味
わ
い

亭
」と
銘
打
っ
た
茶
屋
コ
ー
ナ
ー
、

中
部
各
県
が
推
奨
す
る「
お
菓
子
」

「
漬
物
」「
地
ビ
ー
ル
」
を
一
堂
に

集
め
、
展
示
・
試
売
す
る
中
部
自

慢
の
逸
品
コ
ー
ナ
ー
が
そ
れ
ぞ
れ

設
け
ら
れ
、
総
数
一
三
〇
小
間

（
コ
マ
）
に
そ
れ
ぞ
れ
自
慢
の
特

産
品
が
う
ず
高
く
積
ま
れ
た
。

開
幕
初
日
に
は
、
十
時
の
開
店

と
同
時
に
多
く
の
お
客
が
訪
れ
、

各
県
の
「
ミ
ス
物
産
展
」
も
加
わ

り
客
呼
び
や
P
R
の
声
で
一
気
に

盛
り
上
が
っ
た
。

地
元
石
川
県
か
ら
も
、
二
十
九

商
工
会
が
参
加
し
、
漬
物
、
饅
頭
、

水
産
加
工
品
と
い
っ
た
食
品
を
は

じ
め
、
草
木
染
ス
カ
ー
フ
、
手
作

り
家
具
、
く
み
紐
な
ど
の
工
芸
品

が
所
狭
し
と
並
べ
ら
れ
地
域
の
個

性
あ
る
特
産
品
を
披
露
し
た
。

五
県
の
ミ
ス
が
P
R
に
一
役
�

中
部
ま
る
ご
と
召
し
上
が
れ
�

郷
土
芸
能
を
競
演
�

九
日
と
十
日
の
二
日
間
は
、
香

林
坊
大
和
の
正
面
玄
関
前
に
お
い

て
、
五
県
の
郷
土
芸
能
が
披
露
さ

れ
、
行
き
交
う
人
々
が
し
ば
し
足

を
と
め
見
入
っ
て
い
た
。

披
露
さ
れ
た
郷
土
芸
能
は
次
の

通
り
。

愛
知
県
鳴
海

「
鳴
海
よ
い
と
こ
踊
り
」

岐
阜
県
東
白
川
村

「
檜
茶
太
鼓
」

三
重
県
大
宮
町

「
創
心
太
鼓
」

富
山
県
五
箇
山

「
こ
き
り
こ
民
謡
」

石
川
県
野
々
市
町

「
野
々
市
じ
ょ
ん
か
ら
踊
り
」

石
川
県
能
都
町

「
弥
榮
太
鼓
」

会場のテープカット

物産展に華を添えた五名のミス

会場風景

石川県の「弥榮太鼓」



12.10. 1 No. 457

-5-

県からのおしらせ�県からのおしらせ�

�
ITを活用して、情報処理や生産工程等を複合的なシステムとして構築
する場合や、新しいビジネスを展開しようとする企業を支援するため「情
報技術活用支援融資」を平成12年10月から創設しました。金利は、
固定で安心です。�
�
１.融資対象�
　県内に居住し、１年以上県内に事業所を有し、引き続き同一事業を営
んでる中小企業者であって、次のいずれにも該当し知事が認定したもの。�
①「中小企業経営支援法」の規定に基づく経営革新計画承認企業（＊）
のうち、ITを活用して、情報処理や生産工程等を複合的なシステムと
して構築する場合や、新しいビジネスを展開しようとするもの。�
②情報技術関連の投資額が1，000万円以上。�
（＊）新商品の開発や新たな生産・販売の方法の導入によって、付加
価値額が年３％程度向上することが必要です。�
�
２.融資条件�
①資金使途�
　事業資金（設備資金だけではなく、ソフト開発等運転資金も対象）�
②融資限度額�
　300，000千円（ただし運転資金は50，000千円まで）�
③融資期間�
　設備資金：10年以内（うち据置３年以内）�
　運転資金：７年以内（うち据置１年以内）�
④融資利率�
　年2．00％（H12.10.２現在）�

�
◎経営革新等による経済的環境の変化等への適応、◎先端的な研究開
発事業及びその事業化、◎下請中小企業者が自ら企画提案を行い新た
な展開を行うなどを促進するため「経営革新等支援融資」を創設し、
積極的な企業を応援しています。金利は、固定金利で安心です。�
�
１．融資対象�
　県内に居住し、１年以上県内に事業所を有し、引き続き同一事業を
営んでいる中小企業者であって、次のいずれかに該当するもの�
�
①中小企業経営革新支援法による知事又は大臣の承認を受けた者�
②経済の構造的変化等への適応を図るため、相当レベルの技術をもっ
て新分野進出等を行う者。�
③本県産業の高度化、高付加価値化に資する先端的な新製品・新技術
の開発研究若しくは企業化を行う者�
④下請中小企業者で、自ら企画提案を行い新たな展開を行う者　など
　�
２．融資条件�
①資金使途�
　事業資金�
②融資限度額�
　200，000千円（ただし、運転資金は50，000千円以内）�
③融資期間�
　設備資金：10年以内（うち、据置３年以内）�
　運転資金：７年以内（うち、据置１年以内）�
④融資利率�
　年1.95％（H12.９.１現在）�

IT関連融資制度（情報技術活用支援融資）�経営革新支援融資�

平成13年３月新規高等学校�

卒業予定者に対する求人確保について�

　去る８月31日、石川労働局と県商工労働部

及び県教育委員会の連名で、平成13年３月高

等学校新規卒業予定者に対する求人確保のお

願いがありました。�

　来春の卒業予定者のうち就職希望者は、2，630�

名で、そのうち94％が県内での就職を希望し

ているが、７月末における県内企業からの求

人は、1，995件で求人倍率は0.8倍であり、

このような厳しい経済状況が続けば、未就職

者が生じることが心配されます。�

　そこで、今後の県内経済の活性化及び地元

企業の発展のためにも将来を担う若い人材の

確保に向け、協力方をお願いします。�

県
制
度
金
融
金
利
改
定
の

お
知
ら
せ
（
主
な
制
度
）�

�

●
小
口
融
資（
一
般
・
特
別
）�

２
・
０
５
％
↓
２
・
３
％�

●
緊
急
経
営
支
援
融
資�

１
・
９
５
％
↓
２
・
２
％�

（
適
用
時
期
十
月
二
日
か
ら
）��

国
金
だ
よ
り�

�

国
民
生
活
金
融
公
庫
で
は
、
九

月
八
日
貸
付
分
か
ら
、
次
の
と

お
り
金
利
の
引
き
上
げ
が
あ
り

ま
し
た
。�

●
普
通
貸
付�

２
・
２
％
↓
２
・
４
％�

●
マ
ル
経�

２
・
０
５
％
↓
２
・
２
％�

商
工
会
は
会
員

や
地
域
に
対
し
て

ど
ん
な
サ
ー
ビ
ス

（
支
援
）
を
し
た

ら
よ
い
か
。

商
工
会
事
務
局

は
毎
年
こ
の
テ
ー

マ
に
知
恵
を
絞
っ

て
い
る
。

日
常
的
に
は
、
経
理
、
税
務
、
店
舗

設
計
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
の
っ
て

お
り
、
そ
れ
は
商
工
会
の
相
談
室
で
あ

っ
た
り
、
巡
回
先
の
企
業
で
あ
っ
た
り

す
る
。

そ
ん
な
中
で
新
た
な
会
員
サ
ー
ビ
ス

に
取
り
組
ん
で
い
る
商
工
会
が
あ
る
。

そ
の
ひ
と
つ
は
内
灘
町
商
工
会
の
人

材
能
力
開
発
セ
ミ
ナ
ー
で
あ
る
。

セ
ミ
ナ
ー
は
、
①
能
力
開
発
コ
ー
ス

②
情
報
化
コ
ー
ス
③
国
際
交
流
コ
ー
ス

④
経
営
者
交
流
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
お

り
、
そ
れ
ぞ
れ
５
日
〜
７
日
間
の
日
程

が
組
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
の

良
い
点
は
、
会
員
や
地
域
の
人
が
自
分

の
好
き
な
コ
ー
ス
、
学
び
た
い
コ
ー
ス

を
選
択
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。

業
種
や
規
模
が
異
な
る
商
工
会
員
に

で
き
る
だ
け
多
く
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
と
い
う
点
で
は
、
こ
う
い
っ
た
セ

ミ
ナ
ー
は
い
い
試
み
だ
。

同
じ
よ
う
な
形
式
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、

昨
年
、鹿
島
町
商
工
会
で
も
行
わ
れ
た
。

こ
こ
で
は
、
①
経
営
管
理
コ
ー
ス

（
八
日
）②
情
報
化
コ
ー
ス（
七
日
）③
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
コ
ー
ス（
八
日
）の
３
コ
ー

ス
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
コ
ー
ス
で
は
、
地
元
に
繊
維
関
係
者

が
多
い
こ
と
も
あ
り
、
繊
維
の
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
情
報
や
素
材
開
発
な
ど
最
新
の

内
容
と
な
っ
て
い
る
。

一
方
で
両
商
工
会
に
共
通
し
て
い
る

コ
ー
ス
は
「
情
報
化
コ
ー
ス
」
で
あ
り
、

パ
ソ
コ
ン
入
門
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
入

門
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
入
門
、
電
子
メ
ー

ル
入
門
と
い
っ
た
最
近
急
速
に
関
心
を

持
た
れ
て
い
る
科
目
が
盛
り
込
ま
れ
て

い
る
。

特
に
内
灘
町
商
工
会
の
情
報
化
コ
ー

ス
は
、
六
日
間
で
あ
る
が
、
昼
の
部
と

夜
の
部
が
あ
り
、
述
べ
十
二
回
開
催
と

な
っ
て
お
り
、
こ
れ
に
か
な
り
の
力
を

入
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

本
来
な
ら
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
コ
ー

ス
や
科
目
を
設
け
た
か
っ
た
よ
う
で
あ

る
が
、
事
務
的
に
限
界
が
あ
り
、
こ
の

よ
う
な
コ
ー
ス
に
落
ち
着
い
た
と
聞

く
。い

ず
れ
も
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成
に
あ

た
っ
て
は
、
役
員
や
事
務
局
サ
イ
ド
で

相
当
議
論
を
重
ね
て
き
た
よ
う
で
あ
る

が
、
会
員
の
ニ
ー
ズ
が
多
様
化
し
て
い

る
だ
け
に
そ
れ
に
い
か
に
応
え
る
か
が

求
め
ら
れ
る
。

単
発
的
な
講
習
会
、
研
修
会
も
い
い

が
、
両
商
工
会
の
よ
う
に
、
シ
リ
ー
ズ

で
、
し
か
も
体
系
的
な
セ
ミ
ナ
ー
を
も

っ
と
企
画
し
て
み
た
ら
ど
う
で
あ
ろ
う

か
。

（
石
川
県
商
工
会
連
合
会

専
務
理
事
　
大
塚
忠
寿
　
記
）

制度の詳細な内容等に関する問い合わせ　石川県経営金融課（電話 076－223－9197）又は、最寄りの商工会
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毎
週
月
曜
日
、
北
陸
放
送
の
ニ

ュ
ー
ス
番
組
「
テ
レ
ポ
ー
ト
６
」

（
午
後
六
時
二
十
分
〜
五
十
五
分

放
送
）
の
特
集
「
ま
ち
お
こ
し
に

挑
む
」
で
、
県
下
商
工
会
の
事
業

活
動
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
の
放
送
予
定
は
、
▽
十
月

二
日
「
町
の
宝
育
て
ま
す
」
根
上

町
、
寺
井
町
、
押
水
町
▽
十
月
九

日
「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
タ
ウ
ン
を
目

指
し
て
」
鳥
屋
町
、
鹿
島
町
、
鹿

西
町
、
▽
十
月
十
六
日
「
が
ん
ば

る
女
性
た
ち
」
辰
口
町
、
野
々
市

町
、
河
内
村
▽
十
月
二
十
三
日

「
社
長
さ
ん
応
援
し
ま
す
」
吉
野

谷
村
、
内
灘
町
、
富
来
町
、
▽
十

月
三
十
日
「
商
業
振
興
と
ま
ち

づ
く
り
」
山
中
町
、
鶴
来
、
志

雄
町
▽
十
一
月
六
日
「
能
登
空

港
に
か
け
る
」
穴
水
町
、
門
前

町
、
能
都
町
▽
十
一
月
十
三
日

「
橋
が
つ
な
ぐ
観
光
ス
ク
ラ
ム
」

田
鶴
浜
町
、
中
島
町
、
能
登
島

町
▽
十
一
月
二
十
日
「
地
域
か

ら
世
界
へ
」
七
塚
町
、
志
賀
町
、

柳
田
村

（
タ
イ
ト
ル
及
び
放
送
予
定
日
は

変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

商
工
会
活
動
を
テ
レ
ビ
で
紹
介�

毎
週
月
曜
日
、
M
R
O
テ
レ

ポ
ー
ト
６
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

中
部
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会
事
務
局

長
連
絡
協
議
会
で
は
、
九
月
七
日

（
木
）、
八
日
（
金
）
の
日
程
で
、

平
成
十
二
年
度
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
商

工
会
事
務
局
長
研
修
会
を
、
総
勢

百
九
十
余
名
の
参
加
の
も
と
、
辰

口
町
総
合
福
祉
会
館
等
に
お
い
て

開
催
し
た
。

一
日
目
の
研
修
で
は
、
本
県
商

工
会
職
員
協
議
会
会
長
で
あ
り
、

中
部
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会
事
務
局
長

連
絡
協
議
会
会
長
で
も
あ
る
中
川

幹
夫
氏
が
開
会
挨
拶
を
、
石
川
県

商
工
労
働
部
商
工
政
策
課
課
長

十
時
憲
司
氏
、
石
川
県
商
工
会
連

合
会
会
長
　
谷
本
大
氏
、
地
元
辰

口
町
商
工
会
会
長
　
田
川
剛
氏
が

中
部
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会
事
務
局
長
研
修
会
を
開
催�

平
成
五
年
度
よ
り
実
施
し
て
い

る
中
国
技
術
研
修
生
共
同
受
入
事

業
は
こ
れ
ま
で
八
回
に
亘
り
延
べ

約
一
二
〇
名
を
受
け
入
れ
て
い
る
。

こ
の
た
び
、
平
成
十
三
年
度
研

修
生
受
入
（
来
年
四
月
受
入
）
の

た
め
商
工
会
代
表
及
び
県
連
合

会
、
受
入
企
業
の
代
表
な
ど
四
名

（
団
長
　
本
間
侑
柳
田
村
商
工
会

会
長
）
は
九
月
十
七
日
か
ら
二
十

一
日
ま
で
の
五
日
間
の
日
程
で
中

国
江
蘇
省
を
訪
問
し
派
遣
候
補
者

四
十
八
名
に
対
し
て
面
接
を
行

い
、
併
せ
て
派
遣
企
業
を
視
察
し
た
。

来
年
度
は
四
商
工
会
の
七
企
業

で
二
十
名
の
新
規
研
修
生
受
入
を

予
定
し
て
い
る
。

県
連
合
会
で
は
、
七
月
〜
九
月

に
か
け
て
、
ブ
ロ
ッ
ク
別
に
県
下

六
会
場
（
川
北
町
・
鶴
来
町
・
宇

ノ
気
町
・
羽
咋
市
・
田
鶴
浜
町
・

能
都
町
）
で
商
工
会
役
員
並
び
に

市
町
村
行
政
担
当
者
を
対
象
に
、

ま
ち
づ
く
り
推
進
研
修
会
を
開
催

し
た
。

研
修
会
で
は
、
ま
ず
、
講
師
の

久
場
清
弘
氏
（
シ
ス
テ
ム
・
デ
ザ

イ
ン
・
ラ
ボ
代
表
）
が
、「
計
画

的
な
ま
ち
づ
く
り
の
進
め
方
」
と

題
し
、「
ま
ち
づ
く
り
３
法
」
制

定
の
経
緯
や
、
法
律
を
活
用
し
た

ま
ち
づ
く
り
手
法
な
ど
を
説
明
し

た
後
、
行
政
に
対
し
「
ま
ち
づ
く

　傷害共済・ハンドル共済ご加入の方々へ、謝恩のご招

待の募集をいたしましたところ、�

　　大相撲小松場所　　　　　　　　　２５５通�

　　セールスマンの死　　　　　　　　　１６６通�

のご応募がありました。誠にありがとうございました。�

　なお、当選された方には既に当選案内等を送付しておりま
すので、その当選案内をもって発表に代えさせていただきます。�

当選者数
　大相撲小松場所　30組60名�

　　　　　　セールスマンの死　30組60名�

横綱　曙� 大関　出島� 仲代達矢�

石川県中小企業共済協同組合�
　　　　　　　　TEL 076－268－7300

ブ
ロ
ッ
ク
別
ま
ち
づ
く
り
研
修
会
を
開
催

ブ
ロ
ッ
ク
別
ま
ち
づ
く
り
研
修
会
を
開
催�
ブ
ロ
ッ
ク
別
ま
ち
づ
く
り
研
修
会
を
開
催�

り
条
例
」
に
よ
る
計
画
的
な
地
域

づ
く
り
に
つ
い
て
、
全
国
の
事
例

を
紹
介
し
な
が
ら
提
案
、
ま
た
、

商
工
会
と
し
て
の
意
見
を
集
約
す

る
組
織
と
し
て
「
ま
ち
づ
く
り
委

員
会
」設
置
の
必
要
性
を
訴
え
た
。

続
い
て
、
県
連
合
会
嘱
託
専
門

指
導
員
の
小
松
一
郎
氏
が
、
平
成

十
二
年
三
月
に
県
産
業
創
出
支
援

機
構
が
取
り
ま
と
め
た
「
消
費
者

購
買
動
向
調
査
」
の
結
果
に
つ
い

て
、
ブ
ロ
ッ
ク
別
に
分
析
し
、
商

品
別
買
い
物
場
所
、
あ
る
い
は
店

舗
別
の
利
用
割
合
や
地
元
商
店
・

商
店
街
に
対
す
る
要
望
に
つ
い
て

報
告
、
説
明
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
来
賓
挨
拶
を
行
い
、
研

修
に
入
っ
た
。

研
修
会
で
は
、
中
部
通
商
産
業

局
産
業
振
興
部
中
小
企
業
課
　
鈴

木
秀
和
氏
の
「
中
小
企
業
白
書
に

つ
い
て
」、
全
国
商
工
会
連
合
会

常
務
理
事
　
桑
原
元
氏
の
「
中
央

情
勢
に
つ
い
て
」、
ま
た
、
立
命

館
大
学
政
策
科
学
部
教
授
　
佐
々

木
雅
幸
氏
の
「
二
十
一
世
紀
の
地

域
再
生
戦
略
〜
能
登
空
港
の
活
用

を
通
じ
て
〜
」の
講
演
を
行
っ
た
。

翌
日
は
、
金
沢
市
の
香
林
坊
大

和
で
、「
二
〇
〇
〇
中
部
む
ら
お

こ
し
物
産
展
」
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

セ
レ
モ
ニ
ー
に
参
加
し
、
物
産
展

の
開
会
を
祝
し
た
。

中
国
人
研
修
生
受
入�

現
地
面
接
の
実
施�

県
連
合
会
で
は
、
こ
の
八
月
か

ら
九
月
ま
で
の
週
末
を
利
用
し
、

新
規
創
業
へ
の
具
体
的
な
プ
ラ
ン

を
持
つ
創
業
予
定
者
を
対
象
に
、

短
期
集
中
研
修
「
創
業
塾
」
を
県

内
の
二
会
場
（
羽
咋
市
商
工
会
館

と
小
松
商
工
会
議
所
会
館
）
で
併

行
し
て
開
催
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
は
、
五
日
間
（
十
講

座
）
の
日
程
で
、
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
方

式
に
よ
り
研
修
を
行
い
、
各
受
講

者
は
現
在
の
厳
し
い
経
済
環
境
の

も
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
起
業
化
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
習
得
す
べ
く
熱
心
に
受

講
し
、
全
て
の
講
座
に
皆
出
席
し

た
二
十
五
名
の
受
講
者
に
「
修
了

証
書
」
を
授
与
し
た
。

創
業
塾
を
開
催

創
業
塾
を
開
催�

創
業
塾
を
開
催�
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ア
ン
サ
ン
ブ
ル
金
沢
を
招
い
て

の「
わ
く
わ
く
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
」

（
川
北
町
観
光
物
産
協
会
・
わ
く

わ
く
手
づ
く
り
フ
ァ
ー
ム
川
北
主

催
）
が
、
八
月
二
十
八
日
、
わ
く

わ
く
手
づ
く
り
フ
ァ
ー
ム
川
北
の

ぶ
ど
う
棚
の
下
で
開
催
さ
れ
、
町

内
外
か
ら
集
ま
っ
た
約
一
〇
〇
名

の
観
衆
を
魅
了
し
ま
し
た
。

演
奏
は
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
・
ア

ン
サ
ン
ブ
ル
金
沢
チ
ェ
ロ
奏
者
の

大
澤
明
氏
と
十
代
田
光
子
さ
ん
の

二
人
で
、
ク
ン
マ
ー
の
「
二
重
奏

曲
」
や
Ｊ
・
Ｓ
バ
ッ
ハ
の
「
Ｇ
線

上
の
ア
リ
ア
」
な
ど
チ
ェ
ロ
二
重

奏
の
素
晴
ら
し
い
音
色
と
ハ
ー
モ

ニ
ー
を
奏
で
ま
し
た
。
ま
た
、「
花
」

「
荒
城
の
月
」
な
ど
日
本
の
な
つ

か
し
い
曲
や
大
澤
さ
ん
の
ユ
ー
モ

ラ
ス
な
ス
ピ
ー
チ
も
あ
り
会
場
は

和
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

参
加
者
の
中
に
は
、
こ
ん
な
に

近
く
で
演
奏
を
聴
く
の
は
初
め
て

と
い
う
人
も
多
く
、
し
ば
ら
く
の

間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
心
な
ご

む
時
間
が
過
ご
せ
た
よ
う
で
し
た
。

美
川
町
商
工
会
の

新
会
館
が
八
月
二
十

八
日
に
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。
以
前
は
Ｊ

Ａ
蝶
屋
農
業
会
館
で

し
た
が
、建
物
の
正

面
に
は「
美
川
町
商

工
会
」の
文
字
が
掲

げ
ら
れ
、
職
員
ら
は

新
し
い
職
場
で
業
務

を
再
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。

同
日
に
は
記
念
セ

レ
モ
ニ
ー
も
行
わ
れ
、

北
村
久
吉
同
会
長
、

竹
内
信
孝
町
長
、
吉

原
栄
一
町
議
会
議
長
、
米
光
正
次

県
議
、
海
野
正
俊
町
議
会
産
業
教

育
常
任
委
員
長
が
会
館
正
面
で
テ

ー
プ
カ
ッ
ト
を
行
い
ま
し
た
。
地

域
振
興
の
新
拠
点
と
し
て
職
員
一

同
決
意
も
新
た
に
が
ん
ば
っ
て
い

き
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

新
住
所

石
川
郡
美
川
町
中
町
ソ
五
八
　

六
回
目
を
迎
え
る
「
石
川
県
紙
ひ

こ
う
き
大
会
in
高
松
」
が
、
十
月

九
日
（
体
育
の
日
）
に
高
松
野
球

場
で
行
わ
れ
ま
す
。

滞
空
競
技
（
参
加
費
一
人
五
百

円
）
ジ
ャ
ン
ボ
紙
ひ
こ
う
き
競
技

（
参
加
費
一
機
五
百
円
）
の
二
部

門
が
あ
り
、
滞
空
競
技
は
ス
カ
イ

カ
ブ
Ⅲ
を
飛
ば
す
規
定
Ⅰ
と
、
高

松
町
オ
リ
ジ
ナ
ル
紙
ひ
こ
う
き
東

京
号
を
飛
ば
す
規
定
Ⅱ
で
そ
れ
ぞ

れ
大
人
、
子
供
の
部
に
分
か
れ
て

滞
空
時
間
を
競
い
ま
す
。

ま
た
、
今
年
か
ら
新
ア
ト
ラ
ク

お問い合わせ
高松町教育委員会

TEL076－281－2226

代理店研修生募集�

まごころでサービス�

安田火災�

シ
ョ
ン
と
し
て
フ
ラ
イ
ト
ゲ
ー
ム

に
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
多
数
の

皆
さ
ん
の
挑
戦
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

当
日
参
加
も
大
歓
迎
し
て
い
ま

す
。

　石川県並びに財団法人石川県産業創出支援機構（ＩＳＩＣＯ）
では、県内のベンチャー企業と投資家等の出会いの場として、「ベ
ンチャープラザ2000石川」を開催いたします。�
　当日は、ベンチャー企業と投資家等のマッチングを目的とし
たビジネスプラン発表会をはじめ、各種イベントを予定してお
りますので、是非、ご参加いただきますようお願い致します。�
●お問い合わせ・申し込み先　�
　財団法人石川県産業創出支援機構　新規事業支援部（担当：
紺村、平井）�
　　〒920-0223　金沢市戸水町イ65番地�
　　TEL076-267-1244　FAX076-268-4911�
　　http://www.isico.or.jp　E-mail:info@isico.or.jp

日時　平成12年11月10日（金）10:30̃17:00�
場所　石川県地場産業振興センター本館�
　　　　　　　　　（金沢市戸水町イ80番地）�
内容　①ベンチャー大賞、最優秀ビジネスプラン賞表彰式�
　　　②特別講演�
　　　　講師　牧野　昇氏（株）三菱総合研究所　相談役�
　　　③ビジネスプラン発表�
　　　④ＩＳＩＣＯアドバイスコーナー（無料相談）�
　　　⑤個別商談コーナー�
　　　⑥展示コーナー　�
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チ
ャ
レ
ン
ジ
連
続
の
要
因

挑
戦
・
挑
戦
・
挑
戦
の
連
続
が

可
能
な
要
因
と
し
て
、

一
、
ト
ッ
プ
が
現
状
に
甘
ん
じ
る

こ
と
な
く
、
常
に
未
来
志
向
の
持

ち
主
で
あ
る
こ
と

二
、
ト
ッ
プ
は
大
局
感
に
基
づ
く

現
状
判
断
か
ら
適
切
に
見
切
り
を

つ
け
る
こ
と

三
、
最
盛
期
に
次
世
代
に
お
い
て

主
力
と
な
り
得
る
産
業
に
参
加
準

備
を
す
る
こ
と
等
を
あ
げ
る
こ
と

が
で
き
る
。
こ
れ
ら
が
ト
ッ
プ
の

決
断
で
実
施
さ
れ
る
こ
と
が
必
要

で
、
特
に
中
小
企
業
に
お
い
て
強

く
い
え
る
。
高
松
町
長
柄
町
に
あ

る
株
式
会
社
タ
ケ
ダ
製
作
所
は
、

こ
れ
ら
の
要
件
を
満
た
し
た
典
型

的
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
企
業
で
あ
る
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
の
経
緯

株
式
会
社
タ
ケ
ダ
製
作
所
の
チ

ャ
レ
ン
ジ
の
経
緯
は
、

昭
和
二
四
年
、
電
話
器
の
修
理

を
も
っ
て
創
業
。

昭
和
三
三
年
よ
り
瓦
製
造
に
関

す
る
機
械
の
製
造
と
修
理
に
従

ル
の
開
発
に
着
手
、
特
に
技
術
面

で
他
の
メ
ー
カ
ー
を
引
き
離
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
建
設
大
臣
の
認

定
機
関（
6
下
水
道
新
技
術
機
構
）

の
審
査
証
明
を
取
得
。
こ
れ
を
も

っ
て
県
内
外
の
市
町
村
に
販
路
を

開
拓
、
高
い
評
価
を
得
て
い
る
。

な
お
こ
の
製
品
に
つ
い
て
は
平

成
九
年
に
石
川
ブ
ラ
ン
ド
の
認
定

を
、
平
成
十
一
年
に
特
許
と
商
標

登
録
を
得
て
い
る
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
の
特
色

株
式
会
社
タ
ケ
ダ
製
作
所
の
チ

ャ
レ
ン
ジ
は
、
単
に
製
品
開
発
だ

け
で
な
く
、
機
械
の
導
入
、
販
路

の
開
拓
、
そ
し
て
権
威
あ
る
機
関

の
証
明
や
特
許
等
実
に
多
面
的
で

あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
が
で
き
た

の
は
、
社
長
竹
田
信
夫
氏
の
慧
眼

と
類
稀
な
る
決
断
力
に
あ
る
と
い

え
る
。

事
、
北
陸
三
県
の
瓦
製
造
業
の
発

展
に
寄
与
す
る
も
、
次
第
に
産
地

間
の
競
争
が
激
し
く
な
り
、
北
陸

地
方
の
原
料
土
質
が
東
海
地
方
に

比
べ
不
利
な
こ
と
か
ら
コ
ス
ト
高

と
な
り
、
廃
業
に
追
い
込
ま
れ
る

企
業
が
多
い
こ
と
か
ら
昭
和
六
十

年
代
完
全
に
撤
退
し
た
。
一
方
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
が
普
及
し
始
め

た
の
に
呼
応
し
、
昭
和
三
五
年
効

率
の
良
い
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
伸
延
機

を
開
発
、
中
小
の
加
工
業
者
に
大

変
喜
ば
れ
た
も
の
の
、
大
手
企
業

が
こ
の
種
の
機
械
に
乗
り
出
し
て

来
た
の
で
深
追
い
し
な
か
っ
た
。

昭
和
四
四
年
に
は
工
事
用
の
大

型
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
の
部
品
製
造

に
着
手
し
、
大
量
受
注
に
対
応
。

ま
た
こ
の
年
、
新
工
場
・
事
務
所

を
現
在
地
で
建
設
、
社
名
も
現
社

名
に
変
更
し
て
い
る
。

昭
和
五
六
年
に
は
現
工
場
の
増

設
と
共
に
U
・
S
・
G
協
同
組
合

に
も
加
入
、
N
C
・
M
C
機
械
を

導
入
、
米
国
イ
ン
ガ
ソ
ル
ラ
ン
ド

社
の
エ
ア
モ
ー
タ
ー
部
品
の
製
造

に
着
手
。

平
成
六
年
に
は
県
下
で
唯
一
の

超
大
型
多
面
加
工
M
C
を
導
入
、

生
産
の
合
理
化
・
効
率
化
を
図
り

製
品
の
精
度
向
上
も
実
現
。

調
整
式
マ
ン
ホ
ー
ル
を
開
発

平
成
八
年
に
は
石
川
県
工
業
試

験
場
と
共
同
で
調
整
式
マ
ン
ホ
ー
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見切りと先見性の連続�

 株式会社タケダ製作所：高松町�

今今今今
年年年年
はははは
商商商商
工工工工
会会会会
法法法法

施施施施
行行行行

四四四四
十十十十
周周周周
年年年年

のののの
年年年年
でででで
すすすす
。。。。

新
し
い
時
代
へ
の
飛
躍
に
向
け
て

企
業
の
明
日
を
応
援
し
ま
す
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
石
川
の

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
企
業
」
を
応
援

し
て
い
ま
す
。
取
材
を
希
望
さ

れ
る
方
は
最
寄
り
の
商
工
会
を

お
訪
ね
く
だ
さ
い
。

む
　
す
　
び

と
か
く
中
小
企
業
は
順
風
満
帆

の
時
は
何
も
せ
ず
、
逆
境
に
な
っ

て
慌
て
る
こ
と
が
多
い
が
、
同
社

は
、
常
に
時
代
の
先
を
読
み
準
備

を
怠
ら
な
い
点
が
高
く
評
価
で
き

る
。
既
に
I
T
革
命
の
次
に
来
る

産
業
に
視
点
を
当
て
準
備
を
始
め

て
い
る
と
い
う
。
見
切
り
の
良
さ

と
並
ん
で
優
れ
た
先
見
性
が
明
確

に
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
正
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
企
業
の
本
領
発
揮
で
あ

る
。
石
川
ブ
ラ
ン
ド
の
実
現
企
業

と
し
て
更
な
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
期

待
し
た
い
。

（
お
問
い
合
わ
せ
）

株
式
会
社
タ
ケ
ダ
製
作
所

本
社
工
場
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マンホール蓋「ホールマン」
に対する技術審査証明書

「仕事をするには過去と未来をよく見ることが必要」
と話す竹田社長


